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※ここに示したスケッチは、ワークショップで出てきたいくつかの意見をまとめてイメージ化した一つの案であり、
　実際の整備では、このとおりにならない可能性があります。

高島・こまた地区



全５回のワークショップでは、吉野川の歴史や昔の利用の話から始めて、堤防の具体的な形や利用の仕

方まで話し合いました。こうした話し合いの中から、地域にとって守りたいもの、残して欲しいものが

見えてきました。また、堤防坂路、散策路などの施設や、堤防の上から眺める新しい風景、堤防やこま

たの空間の使い方など、具体的な利用の仕方について話し合ったことで、堤防のイメージを皆さんの中

で共有することができました。このワークショップを通して、参加者の皆さんが自分たちと吉野川、自

分たちと新しくできる堤防との関係性を再確認し、堤防整備をきっかけに地域の将来の姿を話し合うこ

とができたのではないかと思います。

今後は、この話し合いの結果をベースにしながら、より良い地域づくりに寄与する堤防整備が行われる

ことを願っています。

など

こまたの遊歩道、排水路について

○こまた遊歩道は、きれいに整備をし、管理して欲しい。

堤防沿いの道路、堤防を越える道路について

○堤防を越える車の坂路は、潜水橋から川へ向かう道と堤防との交点にあると良い。

空間の使い方について

○潜水橋から川へ向かう道と堤防との交点付近や三三大橋の上流側付近に堤防上の展望台が
　あると良い。　　 

堤防沿いの道路、堤防を越える道路について

○堤防を越える坂路は、不動の渡しにつながる道との交点と、駅からまっすぐつながる道
　との交点の２箇所にあると良い。

○堤防の町側の側道は、原地区から高島地区まで堤防に沿って整備されると良い。　
上下流方向に行けるように、車がすれ違える道幅が欲しい。

○堤防の川側の側道は、河畔林の中を通し、遊歩道、管理用通路としても利用できると良い。

堤防沿いの堤脚水路（堤内地側）について

○機能面だけで作るのではなく、景観、利用なども考えて自然的な印象の整備をして欲しい。

　 竹林、樹林について

○堤防の川側の河畔林はそのまま残して欲しい。

５回のワークショップを通して、治水だけはでなく、地域の文化・景観に配慮した堤防とはどのようなもので

あるかを地域のみなさんと考えることができました。皆さんが求めている空間が具体化していくにつれて、意

見もより活発になっていき、とても有意義な時間であったと感じました。これから、ワークショップで話し合

われたことが反映され、地域の暮らしと吉野川が近い存在となれるような堤防ができるのが楽しみです。


